
 

１ 組織名   東徳田第２区自治会 

 

２ 地区の概要 

  ○面積  2.543ｋ㎡  ○世帯数  ９６世帯  ○人口  ２７４人 

（１）おいたち 

東徳田の歴史は、今から5,000年位前から住んでいたと推定される。地区内には3

ヶ所の集落の跡が見られ竪穴式住居跡が見つかり、縄文の土器がたく         

さん出土した。2,200年前位から稲づくりの弥生式文化が広がり、山の麓に住んで

いた人々が川に近い平地に移動し、狩りをし開墾に励み、その先住民が現在の農家

の始まりと思われる。1,200年頃、源頼朝の軍の河村秀清が軍功を立て北上川の東

に領土を給わり城を造り住んだ後、一族郎党をひきつれ東徳田に移り住み、農業に

転じた。 

現在（河村）川村姓が多いのもその一つと思われる。東徳田の地名は古く貞亨の

頃から今に至っている。明治初期（1872年）県が岩手県と改称し、徳田地域は

明治22年（1889年）隣接6ヶ村が合併し徳田村が発足し大字東徳田となる。昭和

30年、隣接する3ヶ村が合併し矢巾村となり、地域の急速な発展により、昭和41

年矢巾町と改称し行政区再編により東徳田第2行政区として現在に至っている。 

 

（２）特徴、特色 

当地域は、国道4号東側に面し、北上川との間に帯状に住宅が並び、早くか   

ら徳田米の作田地として今もその名をとどめている。 

地区内には、商工業及び公共の施設が無く、農家が大部分を占めている。   

東徳田の誇りとして、柳田圭祐翁号を鶏山と言う人を挙げる。旧大迫町出身   

医術を学び、東徳田を永住の地とした。書道に秀で寺子屋を開き、地域の教   

育文化に貢献した。当時の師を慕う人々によって、柳田家の前に大きい碑が   

建てられており集落のシンボルとなっている。 

   また、スポーツ等を通じて地域住民の交流を盛んにしており、部落運動会、   

元旦マラソンと新年交賀会が35回を数え、当部落の恒例行事となっている。 

 

３ コミュニティ計画 

 

（１）コミュニティ活動方針 

①キャッチフレーズ 

・調和のとれた活力のある地域づくり 

 

②活動目標 

・ 少子高齢化が進んでいるが、老若男女が共に支え合いながら各種事業を 

展開していく。 

・ 地域の大事業であった公民館建設事業については、平成２８年度をもっ 



 て資金の返済も終了しており、今後は敷地内の環境整備並びに防犯灯及び公 

 民館のＬＥＤ化に取り組んでいく。 

 

（２）組織体制及び活動の内容 

区   分 活   動   の   内   容 

自治会（行政区） 

 

 

希望に満ちた住みよい地域づくりの推進 

各部組織の連絡を図るとともに活動の助長に努める 

道路、河川の愛護活動 

自治会運営委員会  年間事業計画、予算の検討 

公 民 館  

 

地域住民の親睦と融和を図る各種行事の企画実施 

公民館の維持管理 

総 務 部  自治会の総務 

厚 生 ・ 文 化 部  地区民の健康管理並びに各種研修会の実施 

青 少 年 部  子供会活動、青少年の健全育成事業 

体 育 部  町主催の各種スポーツ行事並びに地域スポーツ行事の運営 

グラウンド管理委員会 グラウンドの維持管理 

 

（３）主な事業、年間行事等 

主な事業、年間行事名 内       容 担当委員会、部等 

総会、役員会 自治会の総務 総務部 

自治会運営委員会 年間行事の協議 自治会 

観桜会 地域住民交流花見会 自治会 

盆行事 ゲートボール、盆踊り他 公民館 

部落運動会 班対抗による競技 公民館 

元旦マラソン、新年交賀会 1月1日の年頭行事 自治会・公民館 

各種スポーツ大会 町主催のスポーツ大会に参加 体育部 

健康相談、料理講習会 地区民の健康管理など 厚生・文化部 

資源回収 年2回の廃品回収 子供会 

河川清掃、道路清掃 河川の雑物除去、道路清掃 自治会 

北上川堤防除草 北上川堤防の除草作業年２回 自治会 

グラウンドの維持管理 河川グラウンドの維持管理 グラウンド管理委員会 

 

 

 

 

 



（４）コミュニティ施設等の整備計画              （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

令和３年度    

令和４年度 公民館ＬＥＤ化事業 990 
公民館照明のＬＥＤ

化 

令和５年度    

令和６年度 公民館敷地整備事業 3,800 
災害時の駐車場舗装

整備 Ａ＝536㎡ 

令和７年度  4,790  

※町の補助金を活用して実施する事業 

 

４ 資金計画 

 1自治会 

（１）収入計画                        （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 

自 治 会 費 70戸 700 700 700 700 700 

町 補 助 金 道路・河川愛護 200 200 200 200 200 

施設利用料 公民館・グラウンド 40 40 40 40 40 

事 業 収 入 北上川堤防・終末処理場 450 450 450 450 450 

合 計  1,390 1,390 1,390 1,390 1,390 

 

（２）支出計画                        （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 

会 議 費 総会・役員会 80 80 80 80 80 

事 業 費 河川刈払・道路清掃 250 250 250 250 250 

公民館運営費 活動及び維持管理 800 800 800 800 800 

管 理 費 グラウンド維持管理 40 40 40 40 40 

そ の 他  220 220 220 220 220 

合 計  1,390 1,390 1,390 1,390 1,390 

 

  



2公民館照明ＬＥＤ化及び敷地整備 

（１）収入計画                        （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 

町 補 助 金 ＬＥＤ化・敷地整備  490  1,900  

借 入 金       

自 己 資 金   500  1,900  

合 計   990  3,800  

 

（１）支出計画                        （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 

事 業 費 ＬＥＤ化・敷地整備  990  3,800  

       

合 計   990  3,800  
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